
平成30年度　高鍋町消防団幹部・部長のみなさん

住民参画による快適で 

美しいまちづくり 

◎高鍋町国際交流事業 

ＮＰＯ法人 海外交流協会

◎子どもと芸術の出会いの場づくり 

ＮＰＯ法人 野の花館

▲参加者：   １，１４２人 

▲補助額： ５００，０００円 

▲参加者：     ６７５人 

▲補助額： ４６０，０００円 

 生の音楽に地域の人たちが触れる

機会をつくるため、ヴァイオリンと

ピアノで演奏活動を行う「ミール」

によるコンサートを開催し、町内の

小学校や保育園の子どもたちなどに

音楽の楽しさを伝えました。 

 空手を通して海外の人たちと交流

することで、生活習慣や考え方の違

いに触れる機会をつくりました。ま

た、国際社会に関心を持つことを目

的に町民の方とともに地域交流や日

本文化の体験などを行い、親交を深

めました。 

平成２９年度 たかなべ未来づくり事業報告 

（左から）後列：柏田６部部長、山本７部部長、幸妻８部部長、坂元９部部長、岩元１０部部長、永友１１部部長、甲斐１２部部長、多田１３部部長

 中列：甲斐本部部長、河野直轄部部長、川田ラッパ隊隊長、木村１部部長、福本２部部長、山内３部部長、横田４部部長、池田５部部長

 前列：大森生活安全係長、古賀指導員、小澤副団長、河野総務課長、矢野団長、福屋東児湯消防組合救急課長、天野副団長、藤原指導員

高鍋町女性消防団 

 これからの消防団活動の中で、地域の様々な方と交流

し協力し合うことで、多くのことを学ぶと思います。そ

こでの経験を仕事や私生活においても生かし、地域貢献

とともに自分自身の成長の場としても取り組んでいきた

いです。また、女性の視点を生かした女性消防団ならで

はの活動を行うことで、これまで以上に多くの住民の方

に地域防災の大切さをお伝えしていきます。 

あなたも消防団員として地域に貢献し

ませんか？消防団に興味のある方は、

お気軽にお問い合わせください。 

（左から）山中団員、松下団員、三輪団員、平田団員 

高鍋町の「防災行政無線」放送を屋内で聴くことができる 

この受信機からは、災害情報、避難情報、国民保護情報、10時・15時のミュージックチャ

イムや町からの行政情報等が放送されます。※ラジオの機能はありません。 

貸与の条件 

◎親子で健康ふれあい広場 

ＮＰＯ法人 児湯・高鍋ライフ

セービングスポーツクラブ

▲参加者：    １０１人 

▲補助額： ８８,０００円 

子どもが安心して遊びながら体を

動かし、仲間づくりができる場を提

供しました。運動器具を使用した遊

びにより多様な動きをすることで筋

力や持久力などを身につけることが

でき、また親子のコミュニケーショ

ンづくりの場ともなりました。 

申込方法 

 ①申請 ⇒  ②総務課職員による確認調査 ⇒  ③決定通知 ⇒ ④貸与 

 ※電波受信状況によっては、アンテナ工事が必要な場合があります。（無料）

設置までの流れ 

わかば保育園訪問コンサート 2017国際空手道選手権大会 レクレーションの様子 

を無償で貸し出ししています！「戸別受信機」

山中 彩

女性消防団入団１年目の山中さんに話を聞きました

さん

消防団員募集中！

～町民の安心・安全を守るため、高鍋町消防団は一丸となって活動していきます～

 次のいずれかの区域に該当し、かつ、防災行政無線スピーカーからの放送を聴くことが困難と認められる

 地域にお住まいの方（世帯） 

 ア 土砂災害警戒区域   イ 津波の浸水が想定されている区域 

 ウ 河川の氾濫等により浸水が想定される区域 

  ※ただし、携帯電話を活用した防災情報配信システム（SOSネットワーク）を利用できない状況にある

   世帯の方を優先

 所定の申請用紙に必要事項をご記入の上、総務課危機管理担当までご提出ください。代理の方による提出

 でも構いません。（申請書は、町のホームページからダウンロードできます。） 

 「たかなべ未来づくり事業」は、将来にわたって町民が高鍋町に誇りを持ち、個性的で魅力ある地域社会

の実現を図るための事業です。町民の提案による公共性・公益性の高いまちづくり活動に対し、町が補助金

を交付し、町民が主体となって事業を実施します。昨年度は次の３事業が行われました。

総務課 生活安全係 ☎0983-26-2001
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◆お問い合わせ：総務課 危機管理担当 ☎０９８３－２６－２０２２



一般会計当初予算の歳入・歳出の内訳と構成比率一般会計当初予算の歳入・歳出の内訳と構成比率

4億6,318万2千円

平成30年度 高鍋町一般会計当初予算　119億8,000万円

 

一般会計  119億8,000万円 （40.6％）

71億2,702万1千円（8.1％）

国民健康保険 25億4,663万8千円（△21.4％） 介護認定審査会 1,032万8千円（△2.7％）

後期高齢者医療 5億956万円（1.5％） 一ツ瀬川雑用
水管理事業 1,700万5千円（△37.0％）

下水道事業 4億5,779万円（△21.4％） 西都児湯固定資産
評価審査委員会 30万1千円（15.8％）

介護保険 18億2,694万5千円（△18.1％）

（1.0％）

（0.0％）

（6.0％）

（3.2％）

工業用地造成事業  17億5,845万4千円（104.4％）

（26.4％）一般・特別会計合計  191億702万1千円  

収益的収入   収益的支出 4億2,792万3千円

資本的収入 5,000万3千円  資本的支出 2億7,325万3千円  
水道事業   

※（　）内は、前年度当初との比較。一般会計分は平成29年度6月補正後との比較

※四捨五入など端数調整のため計数が一致しない箇所があります。

歳出
119.8億円

自主財源
62億円
51.8％

依存財源
57億8千万円
48.2％

町税
20億3千万円
17.0％

寄附金
15億円
12.5％

繰入金
22億2千万円
18.5％使用料・分担金など

4億5千万円
3.7％

地方交付税
19億9千万円
16.6％

国県支出金
22億4千万円
18.7％

町債
10億5千万円
8.8％

その他
4億9千万円
4.1％

歳入
119.8億円

自主財源 町が自らの権限や財産等により得る収入です。 

依存財源 国・県などから交付されたり、借りたりして得られる収入です

　平成30年度高鍋町一般会計当初予算は、第６次総合計画の目標とする町の将来像「歴史と文教の城下町
　たかなべ～対話でつながる　豊かで美しいまちづくり～」の実現と、南九州大学高鍋キャンパス跡地に
進出する宮崎キヤノン株式会社に関連する事業を最重要施策として位置づけ予算編成を行い、総額119億
8,000万円、前年度比（６月補正後）34億5,816万7千円の増となりました。
　増額の主なものは、ふるさと納税推進事業、工業用地造成事業に関連した道路等整備事業のほか、認定
こども園施設整備事業、津波避難タワー建設など国県補助を伴う投資的事業の実施、扶助費をはじめとす
る社会保障経費などで、当初予算としては初の100億円の大台に達する積極的予算となりました。

特別会計

民生費
34億4千万円
28.9％

総務費
26億3千万円
22.0％土木費

15億1千万円
12.6％

商工費
12億5千万円
10.4％

教育費
7億9千万円
6.6％

衛生費
7億3千万円
6.1％

公債費
6億9千万円
5.8％

農林水産業費
4億2千万円
3.5％

消防費
3億9千万円
3.3％

議会費
1億円
0.8％

その他
１千万円
0.1％

平成30年度に実施する主な事業について
　　　　　　　　　　　　 新規事業を中心に紹介します

地域おこし協力隊事業 367万円新

地域おこし協力隊員として、町外から移り住み町の
ＰＲや移住定住促進事業などに従事する方の活動経
費です。

関東地区高鍋町人会運営補助金 20万円新

関東地域在住の本町出身者等の親睦や交流を図るた
め設立される関東地区高鍋町人会に対して、運営経
費を補助します。

県立高等学校入学支援補助金 440万円新

町内の県立高等学校に入学する生徒の保護者に対し
1万円を補助します。

県知事・県議・町議会議員選挙 2,115万円

4年ごとに執行される県知事・県議会議員・町議会
議員の各選挙に係る経費です。

【総務費】

小中学校非常勤講師配置事業 1,893万円

児童・生徒へのきめ細かい対応や少人数指導を行う
ため非常勤講師を配置します。

学校生活支援員配置事業 1,863万円

学校生活への適応が困難な児童・生徒に対して支援
を行う学校生活支援員を配置します。

明倫堂創設240年記念事業 403万円新

創設から240年を迎える明倫堂に関するシンポジウ
ム等を実施する経費です。

高鍋湿原学術調査委託 25万円新

高鍋湿原に生息する希少なトンボについて学術的な
調査を行うための経費です。

【教育費】

埋却地優良農地化再生事業補助金 35万円新

口蹄疫の埋却地を再利用するために行う土壌改良等の経
費を補助します。

畑かん整備事業 1億3,540万円新

工業用地造成事業に関連する畑かん整備事業の経費で
す。

【農林水産業費】

津波避難タワー建設事業 6,616万円新

津波発生時に避難ビルへの避難が困難な樋渡地区に津波
避難タワーを建設します。

【消防費】

ふるさと納税推進事業 11億6,920万円

ふるさと納税の寄附者へ贈る返礼品や送料などの経費で
す。

地域資源付加価値向上事業 972万円

高鍋町デザインプロジェクトまんぷくＴＡＫＡＮＡＢＥ
の商品開発・販路開拓促進等の経費です。

【商工費】

町単独道路改良事業 5億1,745万円

工業用地造成事業に関連する道路のほか、生活道路の改
良など安全で快適な道路環境整備に要する経費です。

石原団地外壁等改修事業 2,650万円

国の交付金を活用して、公営住宅等長寿命化計画に基づ
く改修を実施する経費です。

【土木費】

障がい者（児）防災減災推進事業 143万円新

避難行動要支援者等（災害発生時に一人での避難が困難な
方）の避難経路など具体的な避難支援をあらかじめ定めてお
く「個別支援計画」を作成する推進員に要する経費です。

認定こども園施設整備事業補助金 2億2,850万円新

認定こども園への移行を目的に園舎の建て替えを行う私
立保育園に対して、国庫補助事業を活用し施設整備費の
一部を補助します。

子ども・子育て支援計画改訂に伴うニーズ調査事業 238万円新

平成31年度改定予定の高鍋町子ども子育て支援事業計画
のニーズ調査に要する経費です。

子ども・ひとり親家庭医療費助成事業 7,824万円

昨年度、中学生まで拡充した子ども医療費の無料化等に
要する経費です。

人工透析患者交通費助成事業 128万円新

人工透析が必要な方が通院する際に利用するタクシー料
金の一部を助成します。

【民生費】
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【民生費】
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（4.5×9） 

 

行政区名 氏    名 行政区名 氏    名 行政区名 氏    名 

蚊口西の二 花 坂 幾 政 旭   通 金 田 一 成 水   除 徳 久 信 義 

蚊口西の一 柏 木 昭 子 上   町 江 﨑 仁 美 正 ヶ 井 手 河 野 幸 雄 

蚊 口 中 上 野 彰 宣 松 原 町 白 石 秀 人 小 丸 団 地 五 味 守 　　 

蚊 口 上 近 藤 博 信 小   丸 福 岡 直 樹 小 丸 出 口 飯 干 幹 雄 

蚊 口 下 日 高 貞 憲 小 丸 下 福 島 義 幸 上 江 団 地 黒 木 芳 美 

堀の内団地 磯 野 浩 藏 畑   田 久保田 喜 夫 馬 場 原 財 津 吉 和 

堀 の 内 泥 谷 武 弘 小 丸 上 隈 江   毅 中 川 原 新 城   守 

下 永 谷 橋   朋 子 後 小 路 立 山 玄一郎 川   田 吉 松 紀 元 

上 永 谷 三 輪 勝 範 宮   越 大 泉 秀 雄 羽 根 田 赤 澤 良 信 

雲 雀 山 宇治橋 和 夫 宮 越 上 日 野 正 勝 青   木 飛 田 忠 敏 

水 谷 原 加 藤 智 德 南 宮 越 椎   榮 治 老   瀬 森   俊 彦 

越 ヶ 溝 　 岡 美 利 道具小路西 瀬戸口 可 嗣 牛   牧 井 上 幹 雄 

毛   作 河 野 光 良 道具小路東 北 原 寿 生 南 牛 牧 森 﨑 佳 尚 

新   山 髙 橋 賢 治 道具小路南 橋 口 清 和 市 の 山 松 尾 信 一 

大 平 寺 野 村 博 康 中   鶴 小 嶋 秀 樹 中   尾 甲 斐 友 行 

脇 古 屋 　 夫 樋   渡 一 木 秀 章 小   並 大 森 光 成 

舞 鶴 団 地 川 野 勝 義 下 屋 敷 髙 橋 重 美 竹   鳩 三 﨑 康 弘 

大 工 小 路 竹 内 敬 雄 菖 蒲 池 西 小 田 郁 夫 切   原 岩 　 敏 憲 

宮   田 河 上 隆 則 菖 蒲 池 東 内山田   茂 兀 の 下 黒 木 和 行 

筏 是 澤 一 男 大 池 久 保 橋 口 美 和 坂   本 小 田 善 文 

蓑   江 古 屋 光 祥 御 屋 敷 岡 本 みよ子 鬼 ヶ 久 保 倉 掛 弘 幸 

南   町 岩 切 昭 一 萩   原 大 津 政 一 俵   橋 岩 元 正 守 

十 日 町 美 濃   力 黒   谷 坂 本 信 義 染 ヶ 岡 福 田 裕 光 

六 日 町 熊 谷 嘉 祐 松   本 　 井 文 男 家   床 坂 田   静 

石   原 永 野 正 弘 山   下 坂 本   繁 持   田 長 友   貢 

東   町 帳   一 己 西 平 原 井 﨑   剛 持 田 団 地 野 元 千 草 

中 央 通 前 田 富 洋 北 平 原 亀 井 志 郎 正 祐 寺 矢 野 哲 男 

中   町 原 田 久 代 東 平 原 三 好 正 俊 鴫   野 木 俵 秀 明 

平平成成3300年年度度  高高鍋鍋町町行行政政事事務務連連絡絡員員をを紹紹介介ししまますす  
 

行政事務連絡員は、町長から委嘱を受けた非常勤特別職の地方公務員で、任期は４月 

１日から翌年の３月31日までの１年間です。 

 町広報紙をはじめとした文書などの配布や町として周知していただきたい情報の伝達 

など、行政事務を円滑に進めるためのさまざまな業務に従事していただいています。  

◆お問い合わせ：総務課 行政係 ☎ 0983‐26‐2001 
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石井十次賞の贈呈を受けた 

（福）康保会の遠藤正明理事長 
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召し上がるという小松さん 
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スポーツ優秀賞を受賞した西吉栞汰く

ん（右）と荒川琉正くん（左） 

ボランティアガイドの説明を熱心に 

聞く参加者 

竹とんぼを飛ばして遊ぶ子どもたち（右）

とタケノコ狩りをする子ども（左） 

元気よく宣誓する矢野剛志く

ん（右）と矢野航哉くん（左） 

店舗に並んだ商品を眺めな

がら買い物を楽しむ来場者 
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人口と世帯数（５月1日現在・前月比) 

 人 口／ 20,469人 （＋17)  

 男 性／  9,672人 （＋ 9)    

 女 性／ 10,797人 （＋ 8) 

 世帯数／ 8,615世帯（＋41) 

みんな元気に
育ってね！ 

宝物 が わ の 町 
このコーナーは、９・10カ月児健診に来たお子さんを紹介していま

す。今回は、３月・４月の健診に来た元気なちびっこたちです！ 

編集・発行／宮崎県高鍋町 

〒884‐8655 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江8437 

地域政策課／☎0983‐26‐2018 

http://www.town.takanabe.lg.jp 
※「広報たかなべ」は町ホームページでもご覧になれます。 

     高鍋湿原 開園中！ 
  開園期間：10月31日まで 

  開園時間：午前８時25分～午後５時 
  ※７・８月は、午後６時まで開園します。 
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